
 第 19回  埼玉住まい・まちづくり交流展 2019＠行田 報告書 

 テーマ：地域と歩む学び，ひと・もの・まちづくり -図と書を持って町に出よう- 

・会場： 

 1 日目 4 月 20 日（土）13：30－15：00 ものつくり大学   

 2 日目 4 月 21 日（日）10：00－16：00 行田市商工センターおよび行田市内の各蔵 

・主催：（ 一社）日本建築学会関東支部埼玉支所 

・後援：行田市 行田商工会議所 

   

ポスター（左：表 右：裏）制作：大竹由夏  

交流展スケジュール（ポスター裏面参照） 

 

◇１日目：４月２０日（土） 

■パネル展示 

 会場：ものつくり大学中央棟 C1010 大教室前  

埼玉支所から芝浦工業大学桑田研究室，東京電機大学岩城研究室，日本工業大学木下研究室は，

埼玉県内，ものつくり大学八代研究室・戸田研究室・大竹研究室は行田市，小山高専永峰研究室は

栃木県小山市，日本工業大学徐研究室には東京都における研究活動をパネル展示した。 

各展示は講演会場前に設置したことで，多くの来訪者が，展示パネルを閲覧した後，会場に足を

運んでいた。 

 



   

 

 

❶ 13:30-15:00 

  基調講演 会場：ものつくり大学中央棟 C1010 大教室 

 テーマ：埼玉の地域課題と建築による解決をめざして 

 講演者：藤村龍至（『建築雑誌』編集委員長 東京芸術大学教授 RFA 主催） 

 進行：戸田都生男（ものつくり大学准教授） 

 式次第：１. 時田芳文支所長挨拶 ２．近藤典夫支部長挨拶 ３．基調講演  

【概要】 

 藤村龍至氏から，主に鶴ヶ島や鳩山，椿峰，大宮など埼玉県内での建築作品や活動，ならびにそ

の設計手法である「超線形プロセス」論について解説頂いた。また，地域での学生プロジェクトや

大学での建築設計教育やその評価手法などにも言及された。   

 総じて，今後の縮小化する都市，超高齢化社会へ向けた「ソーシャルアーキテクト」としてのス

タンスを示され，参加 112 名の場内は大盛況であった。 

 



 

❷15:00−16:00  

 カップマルタンの休暇⼩屋レプリカの見学会 

 会場：ものつくり大学                 

 案内役：大竹由夏（ものつくり大学助教），八代克彦（ものつくり大学教授） 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学のポイントをまとめた資料（左）制作：八代克彦  

  

大竹が室内，八代が室外の説明を行った。室内は，空間が限られているため 5 人から 10 人の５

つのグループに分かれて頂き，１グループ 10 分程度，見学頂いた。 

 見学のポイントをまとめた資料を基調講演の受付で配布し，また，埼玉支所の関係者には，講演

前に見学頂いていたことで，来訪者に十分な見学時間を用意できた。 

  

●懇親会  足袋蔵ギャラリー門・パン工房 KURA 前広場 

      



 見学会終了後，藤村龍至氏を囲んで埼玉支所役員，学生など参加者で懇親会が催された。会場ま

では，蔵めぐりに参加されているボンネットバスで移動した。行田市街の閑居前広場で開催したこ

とで，行田のまちの雰囲気を味わいながら，参加者の皆さんと交流を深めることができ，大変盛り

上がった。 

 

 

◇２日目：４月２１日（日） 

■パネル展示 

   

 午前は，行田市街のパン工房 KURA に展示，午後は講演会場の行田市商工センター401 前の廊

下に展示した。 

 

❸10:00−12:30  

 TEKU–TEKU とまちめぐり 

    

集合：10:00 足袋蔵まちづくりミュージアム 

案内役：朽木宏氏（NPO ぎょうだ足袋蔵ネットワーク代表理事：左写真中央） 

        古里実氏（TEKU-TEKU メンバー：左写真中央右 右写真右から３人目）   



  

【総評】 

19 回目を数える本年の交流展は行田市の「第 15 回ぎょうだ蔵めぐり まちあるき」とタイアッ

プして行われた。普段は見られない蔵が一般開放され，さらに，まちあるきのプロ集団「TEKU–

TEKU とまちめぐり」とあって 25 名もの参加者があった。今回初めての参加者約 20 名は地元の

朽木氏が主な蔵を中心に案内。一方，TEKU–TEKU メンバーは今回が 6 回目の行田とあって，今

までに見ていない「行田窯」と市の指定文化財「旧忍町信用金庫店舗 VertCafe」に足を伸ばす。

来る度に新たな発見がある！というのがメンバーたちの感想であった。 

 

❹13:30−15:00  

 リレートーク《会場：⾏⽥市商⼯センター401》 

 テーマ：地域を巡る「たび」から行田へ                

 4 名のリレートーカー：    

  小林正典（国土交通省関東地方整備局，行田市出身）     

  井手幸人（TEKU-TEKU） 

  横山晋一（ものつくり大学教授） 

 朽木宏 （NPO 法人ぎょうだ足袋蔵ネットワーク代表理事・ものつくり大学客員教授） 

・コーディネーター 

 戸田都生男（ものつくり大学准教授） 

【概要】  

 ４名の各トーカーのプレゼンテーションを行った。小林正典氏は，主に官民連携として全国に約

50 存在する都市再生推進法人に関する事例などを解説された。井手幸人氏は，これまで約５回歩

いた行田のまちをはじめ，全国各地の街歩き事例について，感じた魅力を評価する意義などを紹介

された。横山晋一氏は，文化財建造物修復学研究室として行田市や埼玉県内での学生との約 15 年

間の調査研究活動の意義などについて説明された。朽木宏氏は，これまで行田での 15 回の足袋蔵

巡りの経験を基に，点在する足袋蔵を老若男女に活用してもらえるように，点から線，面へと展開

する今後の足袋蔵のまちづくりについて言及された。 



 以上をふまえ，コーディネーター戸田氏は行田市の足袋蔵以外の地域資源にもポテンシャルがあ

ることを補足し，後半のディスカッションへ展開した。 

 

 

❺15:10−16:30 

   リレートーカーとパネル展示者のディスカッション 

   会場：行田商工センター401 

   テーマ：行田の足もとから見つめ直すくらし 

   ファシリテーター：戸田都生男（前掲） 

【概要】 

 前半のリレートーカーらのプレゼンテーションを受けて，主に行田市のもつポテンシャルに対し

てどのような来訪者が期待されるか，ファシリテーター戸田氏が意見を求めた。  

 各者から，TEKU–TEKU のまち歩きのように街をポジティブに評価するにも，現状の課題とし

て，若者に対する雇用の場の創出やロケ地のアピール，学生のキャンパス以外での積極的な活動，

交通利便性の向上などがあげられた。また，水攻めを防いだ忍城で有名な行田の地形についても，

現代に活かす可能性も言及された。  

 最後に行田市の未来に向けて，それぞれキーワードとして，小林正典氏は「離れていても誇りを

持てる街・人が来る仕掛け」，井手幸人氏は「若者も地元に興味を持っている・若者の価値観の変

化」，横山晋一氏からは「事業性のある地域連携と社会貢献」，朽木宏氏からは「自らの街を誇りに

思う」こと，などがあげられた。 

 総じて，今後の行田市の足袋蔵などの地域資源活用について議論し，あらためて若い世代がどの

ように行田のまちで暮らし，学び，働いていけるのか，若い世代が楽しいと思える，誇りに思える

場所としてモチベーションを維持・向上させる継続的な思考と行動が問われる内容であった。以上 


